
　

「
乗
ら
な
い
車
が
あ
る
」

　

「
乗
ら
な
い
車
が
あ
る
」

「
免
許
を
返
納
す
る
の
で
車
を

「
免
許
を
返
納
す
る
の
で
車
を

売
却
し
た
い
」「
車
を
で
き
る

売
却
し
た
い
」「
車
を
で
き
る

だ
け
高
く
売
り
た
い
」
そ
ん
な

だ
け
高
く
売
り
た
い
」
そ
ん
な

方
に
お
勧
め
し
た
い
の
が
、
鎌

方
に
お
勧
め
し
た
い
の
が
、
鎌

倉
周
辺
地
域
で
多
数
の
実
績
を

倉
周
辺
地
域
で
多
数
の
実
績
を

も
つ
、
車
買
取
専
門
店
「
ハ
ッ

も
つ
、
車
買
取
専
門
店
「
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
」
。

ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
」
。

　

大
き
な
店
舗
を
持
た
ず
、
地

　

大
き
な
店
舗
を
持
た
ず
、
地

域
密
着
の
出
張
査
定
に
特
化
す

域
密
着
の
出
張
査
定
に
特
化
す

る
こ
と
で
、
抑
え
た
経
費
を
買

る
こ
と
で
、
抑
え
た
経
費
を
買

取
金
額
に
還
元
し
て
い
る
の
が

取
金
額
に
還
元
し
て
い
る
の
が

特
徴
。

特
徴
。

　

「
最
近
で
は
、
車
の
運
転
を

　

「
最
近
で
は
、
車
の
運
転
を

卒
業
さ
れ
る
鎌
倉
市
内
の
シ
ニ

卒
業
さ
れ
る
鎌
倉
市
内
の
シ
ニ

ア
の
方
か
ら
の
依
頼
が
増
え
て

ア
の
方
か
ら
の
依
頼
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
だ
け

い
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
だ
け

で
も
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

で
も
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
」
と
代
表
の
坂
野
氏
は
話

い
」
と
代
表
の
坂
野
氏
は
話

す
。
す
。

　

同
店
で
は
他
社
で
査
定
額
が

　

同
店
で
は
他
社
で
査
定
額
が

０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最
低
２

０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最
低
２

万
円
以
上
で
買
取
る
（
１
６
０

万
円
以
上
で
買
取
る
（
１
６
０

０
㏄
以
下
は
５
千
円
以
上
）
。

０
㏄
以
下
は
５
千
円
以
上
）
。

車
種
に
よ
っ
て
は
古
く
て
も
高

車
種
に
よ
っ
て
は
古
く
て
も
高

額
に
な
る
車
も
。

額
に
な
る
車
も
。

　

一
度
、
無
料
の
出
張
査
定
を

　

一
度
、
無
料
の
出
張
査
定
を

依
頼
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

依
頼
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

う
か
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店　

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
8181
・
４
６
４
１

・
４
６
４
１

９
時
〜

９
時
〜
2121
時
・
定
休
日
な
し

時
・
定
休
日
な
し

　

こ
の
大
木
の
ミ
モ
ザ
は
、

　

こ
の
大
木
の
ミ
モ
ザ
は
、

鎌
倉
駅
西
口
の
洋
菓
子
店
の

鎌
倉
駅
西
口
の
洋
菓
子
店
の

シ
ン
ボ
ル
だ
。

シ
ン
ボ
ル
だ
。

　

２
月
も
終
わ
り
と
い
う
頃

　

２
月
も
終
わ
り
と
い
う
頃

に
咲
き
始
め
る
ミ
モ
ザ
。
そ

に
咲
き
始
め
る
ミ
モ
ザ
。
そ

の
色
が
好
き
だ
。
柔
ら
か
な

の
色
が
好
き
だ
。
柔
ら
か
な

形
、
檸
檬
色
の
花
と
銀
鼠
を

形
、
檸
檬
色
の
花
と
銀
鼠
を

帯
び
た
葉
が
見
事
に
調
和
し

帯
び
た
葉
が
見
事
に
調
和
し

て
い
る
。

て
い
る
。

　

花
の
つ
い
た
ミ
モ
ザ
の
枝

　

花
の
つ
い
た
ミ
モ
ザ
の
枝

を
沢
山
い
た
だ
い
た
こ
と
が

を
沢
山
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
る
。
く
し
ゃ
み
が
連
続
し

あ
る
。
く
し
ゃ
み
が
連
続
し

て
、
こ
の
花
の
花
粉
症
が
あ

て
、
こ
の
花
の
花
粉
症
が
あ

る
の
を
初
め
て
知
っ
た
。
そ

る
の
を
初
め
て
知
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
愛
ら
し
い
姿
を
描

れ
で
も
、
愛
ら
し
い
姿
を
描

か
ず
に
は
い

か
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

ら
れ
な
い
。

ま
る
い
ふ
わ

ま
る
い
ふ
わ

ふ
わ
の
春

ふ
わ
の
春

を
。
を
。

　

明
る
い
花

　

明
る
い
花

が
先
へ
、
先

が
先
へ
、
先

へ
と
開
い
て

へ
と
開
い
て

ゆ
く
。
春
が

ゆ
く
。
春
が

次
々
と
生
ま

次
々
と
生
ま

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　

水
彩　

　

水
彩　

3131

×
4141
㎝

り
全
り
全
1313
科
目
の
予
定
（
一
部

科
目
の
予
定
（
一
部

順
次
開
始
）
。
透
析
セ
ン
タ

順
次
開
始
）
。
透
析
セ
ン
タ

ー
に
は

ー
に
は
2525
台
を
上
限
と
し
透

台
を
上
限
と
し
透

析
機
器
を
設
置
し
、
１
０
０

析
機
器
を
設
置
し
、
１
０
０

人
の
患
者
に
対
応
す
る
。

人
の
患
者
に
対
応
す
る
。

　

急
性
期
医
療
を
中
心
に
、

　

急
性
期
医
療
を
中
心
に
、

回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
て
お

ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
約
４
０
０
㎡
の
広
さ
の

り
、
約
４
０
０
㎡
の
広
さ
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
理
学
（
運
動
）
療

タ
ー
で
は
理
学
（
運
動
）
療

法
、
作
業
療
法
、
言
語
療
法

法
、
作
業
療
法
、
言
語
療
法

の
各
療
法
士
が
リ
ハ
ビ
リ
を

の
各
療
法
士
が
リ
ハ
ビ
リ
を

行
う
。
手
術
室
が
２
つ
設
置

行
う
。
手
術
室
が
２
つ
設
置

さ
れ
、
外
科
手
術
に
も
対

さ
れ
、
外
科
手
術
に
も
対

応
。
救
急
拠
点
病

応
。
救
急
拠
点
病

院
と
し
て
も

院
と
し
て
も
2424
時

間
３
６
５
日
医
療

間
３
６
５
日
医
療

に
貢
献
す
る
。

に
貢
献
す
る
。

　

病
床
は
従
来
の

　

病
床
は
従
来
の

１
１
２
床
に

１
１
２
床
に
4444
床

加
え
た
全
１
５
６

加
え
た
全
１
５
６

床
で
、
一
般

床
で
、
一
般
5858

床
、
障
害
者

床
、
障
害
者
4848

床
、
回
復
期
リ
ハ

床
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
ビ
リ
5050
床
。
他
の

床
。
他
の

　

鎌
倉
市
長
谷
の
鎌
倉
文
学

　

鎌
倉
市
長
谷
の
鎌
倉
文
学

館
で
「
井
上
ひ
さ
し
、
鎌
倉

館
で
「
井
上
ひ
さ
し
、
鎌
倉

の
日
々
」
の
特
別
展
が
４
月

の
日
々
」
の
特
別
展
が
４
月

1818
日
か
ら
７
月
５
日
ま
で
開

日
か
ら
７
月
５
日
ま
で
開

か
れ
る
。

か
れ
る
。

　

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
）

　

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
）

山
形
県
東
置
賜
郡
生
ま
れ
。

山
形
県
東
置
賜
郡
生
ま
れ
。

１
９
６
０
年
に
上
智
大
学
を

１
９
６
０
年
に
上
智
大
学
を

卒
業
後
、
放
送
作
家
と
し

卒
業
後
、
放
送
作
家
と
し

て
活
躍
。「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ

て
活
躍
。「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ

ょ
う
た
ん
島
」
な
ど
を
手
が

ょ
う
た
ん
島
」
な
ど
を
手
が

け
、
劇
団
こ
ま
つ
座
を
立
ち

け
、
劇
団
こ
ま
つ
座
を
立
ち

上
げ
た
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

上
げ
た
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

会
長
、
日
本
文
藝
家
協
会
理

会
長
、
日
本
文
藝
家
協
会
理

事
、
日
本
劇
作
家
協
会
理

事
、
日
本
劇
作
家
協
会
理

事
な
ど
を
歴
任
。
２
０
０

事
な
ど
を
歴
任
。
２
０
０

９
年
、
日
本
藝
術

９
年
、
日
本
藝
術

院
会
員
に
選
ば
れ

院
会
員
に
選
ば
れ

た
。
た
。

　

１
９
８
９
年

　

１
９
８
９
年

（
平
成
元
年
）か
ら

（
平
成
元
年
）か
ら

亡
く
な
る
２
０
１

亡
く
な
る
２
０
１

０
年
ま
で
鎌
倉
で
過
ご
し
、

０
年
ま
で
鎌
倉
で
過
ご
し
、

多
く
の
作
品
を
発
表
。「
鎌

多
く
の
作
品
を
発
表
。「
鎌

倉
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
主
要
メ

倉
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
主
要
メ

ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。

ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。

　

１
９
９
８
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　

１
９
９
８
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
鎌
倉
広
町
・
台
峯
の
自

人
「
鎌
倉
広
町
・
台
峯
の
自

然
を
守
る
会
」
の
初
代
理
事

然
を
守
る
会
」
の
初
代
理
事

長
に
就
任
し
、
緑
地
保
全
運

長
に
就
任
し
、
緑
地
保
全
運

動
を
し
て
い
る
。

動
を
し
て
い
る
。

　

晩
年
は
「
九
条
の
会
」
の

　

晩
年
は
「
九
条
の
会
」
の

護
憲
運
動
に
力
を
入
れ
、
２

護
憲
運
動
に
力
を
入
れ
、
２

０
０
５
年
、
精
神
科
医
で
作

０
０
５
年
、
精
神
科
医
で
作

家
の
な
だ
い
な
だ
さ
ん
ら
と

家
の
な
だ
い
な
だ
さ
ん
ら
と

「
鎌
倉
・
九
条
の
会
」
の
結

「
鎌
倉
・
九
条
の
会
」
の
結

成
を
呼
び
掛
け
た
。

成
を
呼
び
掛
け
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
生
活
者

　

今
回
の
展
示
で
は
生
活
者

と
し
て
の
目
線
と
創
作
者
と

と
し
て
の
目
線
と
創
作
者
と

し
て
戯
曲
な
ど
を
制
作
し
た

し
て
戯
曲
な
ど
を
制
作
し
た

井
上
さ
ん
を
原
稿
、
草
稿
、

井
上
さ
ん
を
原
稿
、
草
稿
、

著
書
な
ど
約

著
書
な
ど
約
6060
点
の
資
料
で

点
の
資
料
で

紹
介
す
る
。

紹
介
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
鎌
倉
文
学
館

　

問
い
合
わ
せ
鎌
倉
文
学
館

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
2323
・
３
９
１
１

・
３
９
１
１

　

３
月

　

３
月
1414
日
に
京
急
「
新
逗

日
に
京
急
「
新
逗

子
」
の
駅
名
が
「
逗
子
・
葉

子
」
の
駅
名
が
「
逗
子
・
葉

山
」
に
変
更
さ
れ
た
。
京
浜

山
」
に
変
更
さ
れ
た
。
京
浜

急
行
電
鉄
（
本
社
横
浜
市
西

急
行
電
鉄
（
本
社
横
浜
市
西

区
・
原
田
一
之
社
長
）
が
創

区
・
原
田
一
之
社
長
）
が
創

立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
と

立
１
２
０
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
沿
線
地
域
の
活
性
化

し
て
、
沿
線
地
域
の
活
性
化

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
改

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
改

名
し
た
４
駅
の
中
の
一
つ

名
し
た
４
駅
の
中
の
一
つ

で
、
全
体
で
は
６
駅
の
駅
名

で
、
全
体
で
は
６
駅
の
駅
名

変
更
が
行
わ
れ
た
。

変
更
が
行
わ
れ
た
。

　

「
逗
子
・
葉
山
駅
」
の
改

　

「
逗
子
・
葉
山
駅
」
の
改

名
の
理
由
は
、
羽
田
空
港
か

名
の
理
由
は
、
羽
田
空
港
か

ら
の
直
行
電
車
が
あ
る
の

ら
の
直
行
電
車
が
あ
る
の

で
、
行
き
先
と
し
て
駅
名
が

で
、
行
き
先
と
し
て
駅
名
が

表
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

表
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
人
に
保
養
地
、
景
勝

多
く
の
人
に
保
養
地
、
景
勝

地
で
あ
る
葉
山
へ
の
ア
ク
セ

地
で
あ
る
葉
山
へ
の
ア
ク
セ

の
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
な

の
活
性
化
を
は
か
る
こ
と
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

「
新
逗
子
」
は
１
９
８
５

　

「
新
逗
子
」
は
１
９
８
５

年
（
昭
和

年
（
昭
和
6060
）
に
「
京
浜
逗

）
に
「
京
浜
逗

子
」
と
「
逗
子
海
岸
」
の
両

子
」
と
「
逗
子
海
岸
」
の
両

駅
が
統
合
さ
れ
て
開
業
し

駅
が
統
合
さ
れ
て
開
業
し

た
。
た
。

　

「
逗
子
・
葉
山
」
駅
の
副

　

「
逗
子
・
葉
山
」
駅
の
副

駅
名
と
し
て
「
新
逗
子
」
の

駅
名
と
し
て
「
新
逗
子
」
の

名
標
が
駅
看
板
の
下
部
に
表

名
標
が
駅
看
板
の
下
部
に
表

記
さ
れ
て
い
る

記
さ
れ
て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

駅
名
変
更
記
念
の
グ
ッ
ズ

　

駅
名
変
更
記
念
の
グ
ッ
ズ

の
販
売
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
販
売
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

（
５
月

（
５
月
1010
日
ま
で
）
が
行
わ

日
ま
で
）
が
行
わ

れ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
京

れ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
京

急
ご
案
内
セ
ン
タ
ー
☎

急
ご
案
内
セ
ン
タ
ー
☎
0303
・

５
７
８
９
・
８
６
８
６

５
７
８
９
・
８
６
８
６

ス
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
こ
と

ス
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
こ
と

を
認
知
し
て
も
ら
い
、
ま
ち

を
認
知
し
て
も
ら
い
、
ま
ち

　

鎌
倉
市
小
町
の
鎌
倉
婦
人

　

鎌
倉
市
小
町
の
鎌
倉
婦
人

子
供
会
館
（
小
野
澤
良
子
理

子
供
会
館
（
小
野
澤
良
子
理

事
長
）
が
３
月

事
長
）
が
３
月
2424
日
、
鎌
倉

日
、
鎌
倉

市
に
災
害
時
発
電
機
３
台
を

市
に
災
害
時
発
電
機
３
台
を

寄
贈
し
た

寄
贈
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。
市
で
は

。
市
で
は

市
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